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新
年
役
員
会 

平
成
二
十
年
一
月
二
七
日
開
催 

▼
住
職
挨
拶
（
先
代
葬
儀
御
礼
、
永
平
寺
貫
首

死
去
の
報
告
、
修
行
中
の
弟
子
の
様
子
等
）

総
代
佐
久
間
清
氏
挨
拶
、
新
任
役
員
紹
介
、

平
成
十
九
年
度
行
事
報
告
、
平
成
二
十
年
度

行
事
予
定
等
、
終
わ
っ
て
総
代
榎
本
善
一
氏

乾
杯
に
よ
り
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。 

 

▼
新
任
役
員
委
嘱
（
平
成
二
十
年
一
月
二
七
日
付
） 

 
 

佐
久
間
元
廣
氏
、
宮
村
辰
則
氏
就
任 

 

柴
橋
地
区
世
話
役
員
と
し
て
寺
の
護
持
発
展

に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

■
訃
報 

 

 

柴 

橋 

宮
村
七
之
助
氏 

ご
逝
去 

 

平
成
十
九
年
十
月
二
二
日 

享
年
八
三
歳 

 
 

柴 

橋 

渡
邉
倉
之
焏
氏 

ご
逝
去 

 

平
成
二
十
年
一
月 

八
日 

享
年
八
九
歳 

 

宮
村
氏
、
渡
邉
氏
は
柴
橋
地
区
世
話
役
員
と

し
て
長
年
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
ご
労
苦
に
深
く
感
謝
し
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

●
参
加
者
募
集 

最
上
三
十
三
ヶ
所
巡
拝
の
旅 

 
 

期
日 

平
成
二
十
年
六
月
一
日
〜
三
日 

 
 
 
 
 
 

（二
泊
三
日
） 

 

旅
費 

五
万
円 

定
員 

二
十
名 

 

〆
切 

四
月
末
日 

 

別
紙
参
照 

       

観
世
音
菩
薩
と
は
、
千
本
の
手
や
十
一
の
顔

に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
手
が
必
要

な
人
々
に
は
手
を
貸
し
ま
し
ょ
う
、
ど
こ
に
い

る
人
で
も
常
に
見
守
っ
て
あ
げ
ま
す
よ
」
と
い

う
現
世
利
益
に
通
じ
る
仏
様
で
す
。
巡
礼
に
出

る
目
的
は
各
人
各
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に
参
拝
の
動

機
は
異
な
り
ま
し
ょ
う
が
、
巡
礼
は
普
通
の
旅

と
ち
が
い
深
み
の
あ
る
心
の
旅
、
ふ
だ
ん
考
え

も
し
な
か
っ
た
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
時

間
と
空
間
を
与
え
て
く
れ
る
旅
で
す
。
「
南
無

観
世
音
菩
薩
」
と
念
じ
な
が
ら
是
非
ご
参
拝
く

だ
さ
い
。 

□
達
磨
寺
参
拝
と
普
茶
料
理
・
日
光
の
旅 

昨
年
十
月
十
五
日
〜
十
六
日
（
一
泊
二
日
）
の

研
修
旅
行
（
参
加
者
二
五
名
）
は
お
か
げ
さ
ま
で

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

左
上 

黄
檗
普
茶
料
理
、下 

大
谷
観
音
参
拝 

 

 

 

 

日光東照宮参拝 


